
OJT 一覧表  

  

 

 

 

 

 

 

 

○  4 領域の OJT を一覧にまとめ共有。  

○  各領域のファシリテーターが，毎月一覧の「実施記録簿」に内容，参加人数，担当を

記録。  

○  年間計画に位置付けることで，必要な内容が一覧できる。  

やらざるを得ない感を感じさせるのではなく，教職員の OJT の必要性からの設定とい

う考えの周知徹底がポイント。  

  

月  ①  教 頭 （ 教 職 員 間 ）  ②  教 務 主 任 （ 校 務 分 掌 ）  ③  学 年 主 任 （ 各 学 年 部 ）  ④  教 科 主 任 （ 各 教 科 ）  

４  ・校舎について  

・視聴覚機器使い方  

・校務分掌と生徒理  

 解  

・学級開きに向けて  

 

 

 

・授業開き，授業の年間  

計画づくり，評価，授  

業づくりのコツ  

５  ・フレッシュ研修と

合同研修（学習指

導の基本技術，生

徒指導の意義，示

範授業参観等）  

・One Note 使用法  ・野外活動における生

徒指導のポイント  

 

 

６  ・職場の人間関係づ

くり  

（職員の趣味特技や

長所短所を共有す

る）  

・合唱指揮者指導法  ・学級担任の合唱指導法  ・中間考査作成ポイ  

ント  

７  ・第１回授業研究会  ・家庭訪問のやり方  ・仙台市標準学力検査

結果の分析の仕方  

 

８  ・エピペン講習会  ・特別支援研修会  

・ステップファイル  

作成手順，評定の出  

し方  

 

 

 

 

・第２回授業研究会  

・ステップファイル  

作成  

（所見の書き方）  

 

 

９  ・教室掲示物ツアー  

（学年学級経営の視

点で見学し話し合

った）  

・職場体験学習事業

所事前訪問ルート

検索法  

・研究授業指導案の  

書き方  10 

・職場体験学習マナ

ー指導，発表会の

仕方指導  

・体育大会の生徒自

主運営のさせ方  

２ OJT 実践 
 

OJT 一覧表で可視化  

OJT キーワード  

短時間で行うよう

工夫している。  
生 徒 指 導 の 実 際

の 指 導 場 面 に 同 席

させた。  

自分ならどうするか

という視点を持たせ，

事後に振り返りをする

ようにしている。  

研修日をあらかじ

め決めずに，指導法

をその都度教え，疑

問，アイディアが浮

かんだときすぐ相談

できるようにした。  

 

若手とベテランの

双方向で学び合うよ

うにした。資料を共

有し指導の向上を図

った。  

教 職 員 間 の 教 え

合 い の 場 面 を 見 付

け て 意 欲 付 け を 図

っている。  

分からないこと

を聞きやすい雰囲

気づくりを大切に

している。  

学 年 会 ，打 合 せ を

活 用して 情報を 共有

している。  



 

 

 

 

〇  研究主任は全体のファシリテーター（連携，連絡のチーフ）  

4 領域でファシリテーターを分け，同時並行的に OJT を計画し実施。  

①教職員間 OJT （ファシリテーターは教頭）  

②校務分掌 OJT （ファシリテーターは教務主任，校務部会主任）        

③学年，学級 OJT（ファシリテーターは学年主任）  

④教科 OJT   （ファシリテーターは教科主任）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４領域 OJT  

OJT キーワード  

4 領域別 OJT 一覧  



 

 

 

 

 

〇  研修は全体研修とミニ研修に分けて実施。  

○  研修案内をホワイトボードで提示。ミニ研修は希望者自由参加。  

〇  OJT 希望アンケートからミニ研修を設定。  

実施後は研究部便りでミニ研修の結果を紹介した。  

○  ミニ研修はファシリテーターが呼び掛けるが，必要と感じた教職員の呼び掛けによる

タイムリーな研修も実施。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体研修とミニ研修  

OJT キーワード  

『研究部便り』によるミニ研修「 OJT 教室掲示物ツアー」の紹介  

 

職員室での OJT の様子  


